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厳
し
い
冬
が
終
わ
り
、
八
ヶ
岳
に
も
よ
う
や
く
春
の
声

が
近
づ
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

３
月
４
日
に
は
、
中
学
校
冬
期
自
然
教
室
も
無
事
終
わ

り
ま
し
た
。 

沢
山
の
生
徒
さ
ん
た
ち
が
、
ス
キ
ー
を
中
心
に
冬
の
八

ヶ
岳
を
満
喫
し
た
か
と
思
い
ま
す
。 

ス
キ
ー
は

一
生
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
な
の
で
、
是
非
続

け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

 

ま
ず
は
皆
様
に
報
告
と
い
た
し
ま
し
て
、
自
然
の
家
の

こ
の
先
５
年
間
の
指
定
管
理
者
と
し
て
弊
社
が
指
定
さ
れ

ま
し
た
。 

今
後
も
川
崎
の
子
供
達
の
為
、
安
心
し
て
楽
し
い
思
い

出
作
り
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

春
は
別
れ
と
出
会
い
の
季
節
で
す
。 

個
人
的
に
は
、
あ
る
グ
ル
ー
プ
の
推
し
て
い
た
総
監
督

の
卒
業
が
あ
り
ま
す
。 

こ
の
１
０
年
間
の
成
長
は
わ
が
子
の
よ
う
に
思
い
、
ど

れ
だ
け
励
ま
さ
れ
た
こ
と
か
。 

「努
力
は
必
ず
報
わ
れ
る
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

世
の
中
そ
れ
だ
け
で
は
中
々
う
ま
く
い
か
な
い
時
も
あ
り

ま
す
。
が
、
努
力
し
た
人
間
の
方
が
目
標
に
近
づ
く
こ
と

も
確
か
だ
と
思
い
ま
す
。 

目
の
前
の
問
題
に
真
摯
に
向
き
合
い
、
仲
間
た
ち
と
真

剣
に
考
え
て
少
し
ず
つ
進
め
て
い
く
。 

こ
れ
こ
そ
、
今
の
子
ど
も
た
ち
に
必
要
な
体
験
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？ 

今
後
５
年
間
、
こ
の
八
ヶ
岳
が
子
ど
も
た
ち
に
そ
の
よ

う
な
体
験
と
時
間
が
持
て
る
場
所
に
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
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自
然
の
家
所
長 

春
山
明
裕 
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（ちょっとお薦の一冊） 

「ちいさいおうち」バージニア・リー・バートン 作   

 

 今から７０年以上前に作られた絵本ですが、今でも通じるようなお話

です。 

景色の移り変わりが、描かれている春夏秋冬の風景の絵などで感じる

ことができます。 

田舎にあったちいさいおうちのお話ですが、次から次へと周りが「ま

ち」として発展し変わっていく中でのちいさなおうちの様子を中心に描

かれています。 

 本の抜粋を載せます。 

「ひとびとは、まえよりももっといそがしそうにいったりきたりして、

とんであるくようになりました。そして、ちいさいおうちにきがつくも

のはだれひとりいませんでした。」（「ちいさいおうち」岩波書店 抜粋） 

ぜひ、読んでみてください！ 

 

 

 

 

施設紹介（多目的広場） 

自然の家にある「多目的広場」は、学校の自然教室などでキャンプファイヤーを行う場として利用されることが

多い場所です。キャンプファイヤーでは、点火したファイヤーの灯りに集い、ゲームなど様々なスタンツをおこな

い盛り上がっています。 

そんな多目的広場に、今回、キャンプファイヤーなどで使えるように、新しく木のベンチを設置しました。 

腰かけるところが木製なので、座りごこちもよくのんびりできます。 

ベンチを設置したら多目的広場の雰囲気も今までとは変わった気がします。 

ベンチはキャンプファイヤーのとき以外でも座れますので、利用されたときにぜひ座ってみてのんびりと疲れをい

やしてください！！ 

近隣紹介 【稗の底村址】 

 

 稗の底村は、富士見町の村々の中でも最も高い標高１２００m 

のところにあった村です。 

気候が寒冷で作物が育たないなどの事情で、江戸時代に村の人々 

が近くの村へと移ってしまい、廃村となりました。 

現在、その跡が自然散策路となっています。 

自然散策路となっていますが、周辺と変わらず林の中で、人があ 

まり入らない閑静な場所です。 

 

水が多く湧き出て流れているところも 

                      あります。 

                       村の跡といっても、復元した住居があったりとかいうようなと 

ころではないのですが、当時石を並べて置いたところとか石祠が 

残っていて、それにより当時の面影を感じることができます。 

                       そんな昔の人々の生活を思い浮かべながら、ゆっくりと静かに

自然の中を散策してみたくなるようなところです。 

 

 

「御柱祭り」 

今年、諏訪地方では七年一度の御柱祭が行われます。近頃ではすっかり有名になったの

で皆さんもご存じかもしれませんが、御柱祭とは諏訪大社の４つの社殿の四隅にある柱 16

本を立て替る「式年造営御柱大祭」通称「御柱祭」のことです。樹齢 200 年もの巨木は 10

トンにもなり、それを人力だけではこび、川を越え、坂を下り、まさに男達の度胸を試す

命がけのお祭りで、日本三大奇祭に数えられるゆえんです。 

お祭りはそれだけにとどまらず、各集落にある小さな氏神様の御柱を立て替える小宮の

お祭りまで、あちこちの祠で老若男女の手によるお祭りが行われ、一年を通じて御柱祭の

話題に事欠きません。 

前回の御柱の年の 6 月に主催事業でお客様と一緒に赤岳に上った折、ちょうど山頂で行

われた赤嶽山神社の御柱祭を見ることが出来ました。地元の人々はリュックに小さな御柱

を入れ、神主様と共に登ってきていました。 

神事の後に 2899ｍの山頂から大空に響く 

木遣りの声と居合わせた人々のヨイサヨ 

イサの掛け声が感動的でした。 

諏訪の人々のお祭りに掛ける情念は計り 

知れなく、まさに今年はその情熱が爆発 

する年です。そんな諏訪の人々の情熱に 

触れに、ぜひいらしてください。（Ｋ） 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

春を 

《主催事業のお知らせ》 

川崎市八ヶ岳少年自然の家 

〒399-0101 長野県諏訪郡富士見町境字広原 

              12067-４８２ 

       ℡ ０２６６－６６－２０１１ 

       Fax０２６６－６６－２０１４ 

ホームページでも情報をお伝えしています。 

  http://www.kawasaki-yatugatake.jp/ 

指定管理者 （一社）富士見町開発公社 

～あとがき～ 

今年の冬は、雪が降るのが例年に比

べて少なかったです。 

３月には、ときどき春を感じる暖かい

日もあり、花が咲くのも早いように感じま

した。 

２８年度になると、４月からこの諏訪

地域では御柱祭りで盛り上がります。地

域の方々が、小さい子から年配の方々

まで幅広く大勢参加します。 

２８年度もまた、自然の家をご利用く

ださい！！（Ｄ） 

 

＊詳細につきましては、自然の家ホームページ又はちらしをご覧ください。 


